
【兵庫県福祉人材研修センター】 

 

兵庫県福祉人材研修センターが実施する「職場研修アドバイザー事業（県委託事業）」のご案内です。 

現場でのお悩みをお聞きし、取り組みへのヒントを一緒に考えたり研修講師としてご訪問することも可能です。 

人材育成への取り組みを進めるにあたり、ぜひご活用ください。 

 

■□〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓□■ 

【事業の概要】 

● 登録する５名の「職場研修アドバイザー」から、相談内容に応じて希望するアドバイザーを選択いただき 

   無料で職場をご訪問します（オンライン訪問も可）。 

   職場が抱えるお悩み、ご要望に応じて、人材育成に関連した研修の実施（講師派遣）や 

   諸課題に対する助言・サポートを行います。 

《登録する 5 名の職場研修アドバイザーのご紹介》 

→ https://hfkensyu.com/adviserlist/ 

● 訪問回数は最大３回まで可能です。 

   ご希望やご相談内容に応じて組み立てます。 

《訪問３回のご利用パターン（例）》 

（１回目）：人材育成に関する職場の悩みや課題点を相談 ＜相談への助言＞ 

（２回目）：（１回目）で見えてきた課題に対する職員研修を事業所内で実施 ＜研修講師としてご訪問＞ 

（３回目）：（２回目）の研修実施後、今後事業所で取り組む方向性を相談し、支援終了 ＜振り返り、助言＞ 

● これまでご相談のあった内容（一部）をご紹介します。 

  ◆ 職員育成の体系や運用の見直し方法について相談したい 

  ◆ 法人の人材育成計画策定に取り組みたいので、幹部職員が集まる場で助言がほしい 

  ◆ 階層別の「求められる職員像（役割・能力）」の整理・検討作業をサポートしてほしい 

  ◆ 職員のコミュニケーションスキルに関する研修を実施したい   

  ◆ 公認心理師などの専門家に、職場内のメンタルヘルス環境づくりへの助言や職員研修を実施してほしい 

● 事業利用後に寄せられたご意見をご紹介します。 

「課題が明確な施設はもちろん、何となく課題感はあるがそれが明確になっていない施設であっても、 

アドバイザーの方の丁寧なカウンセリングの中で、課題に気づける機会になるかと思います。 

積極的にこの事業を活用し、介護・福祉業界の質向上を図れる有意義な事業だと感じました（高齢者施設）」 

このメールでご紹介しきれなかった詳細は、下記 URL からご確認いただけます。 

《職場研修アドバイザー事業の概要》 

→ https://hfkensyu.com/shien/ 
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●福祉人材研修センターでは各種テーマに応じた研修を実施しています。 

【現在募集中の研修一覧はこちらから】 

https://hfkensyu.com/bosyulist/ 
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【兵庫県福祉人材研修センター】 

兵庫県社会福祉協議会が主催する「e ラーニング講座」のご案内です。e ラーニングは、職場やご自宅で、パソコンや

タブレット等を使っていつでも好きな時に、視聴期間中は何度でも繰り返し視聴して学べる講座です。普段は、研修

に参加するためのまとまった時間が取れないという方もご自身の都合にあわせて、学習が可能です。下記のリンク

先から詳細の内容を確認いただいたら、そのままお申込みも可能です。皆様のご参加をお待ちしております!! 

■□〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓□■ 

 「社会福祉法人財務管理講座（e ラーニング）」 

≪キーワード：社会福祉法人計算書類の見方と相互関係／財務分析の２つの方法（時系列・比較）／ 

経営指標を知る≫ 

県内の社会福祉法人に勤務する役職員を対象とした e ラーニング講座です。社会福祉法人会計の基本と特徴をお

さえ、適正な経営を実現するための判断力を養うことを目的に財務分析の視点や方法等を学びます。講座では、

計算書類（事業活動計算書・資金収支計算書・貸借対照表）の見方と経営指標をおさえ、自法人の法人単位、拠点

区分各計算書類をもとに、「財務分析シート」への入力演習を通して分析のための流れを体験することが可能です。 

【視聴期間】：申込手続き完了後、約１ヵ月間（※期間内はいつでも視聴可能です） 

【内   容】：１）社会福祉法人における財務分析の目的 

２）財務分析のための準備資料 

３）法人分析のための計算書類の見方と指標 

４）法人分析の演習（※個人演習を含みます） 

５）事業財務分析のための計算書類の見方 

６）事業財務分析の演習（※個人演習を含みます） 

７）事業分析のための指標 

【講   師】：田中 正明氏（田中正明税理士・行政書士事務所 所長・税理士） 

【申込締切】：随時受付中  

開催要項の表示、お申込みは、下記リンクをクリックしてください 

  ⇒ https://hfkensyu.com/app/app_7038/ 

≪受講者からのご感想（一部）をご紹介します！≫ 

・「「数字を読む」ことから逃げられない立場となり、今までと違い大きく財務三表を眺めるのではなく、項目につ

いてみる習慣にしていきたい。正直一度聞いたからと言って理解できるものではないので、繰り返し確認できる

今回のスタイルは有難いです。 

・適正な運営とは何を指すのか、数字の良い悪いを見るだけでなく、安定性、継続性分析をできるよう今後も資料

の読み込みを行っていきたい。自施設、自法人の数字を入力するから見えるものもありました。実践あるのみだ

と思いました」 

・「計算書類の見方が今まで曖昧であったが、事業を行っていくうえで大事なポイントが分かってよかった」 

・「演習を交えながらの研修なので分かりやすかったです。資料も多く振り返りを行いやすいと思います」 

・「今後、会計業務で自法人の財務三表を確認する際、どこを見て分析すればいいのか、学習することができまし

た」 

・「収益性や安定性の財務分析を行い、次年度以降の事業計画に活用できると思いました」 

・「理事会などでデータをみる機会があるが、その際に今までよりデータを深く分析しようと思いました」 

・「実際に経理をしていないので、主要な数字しか見てこなかったのですが、財務分析シートに入力することで、科

目ごとに目を向けることができ、トータルした数字の内訳や比率の出方などを理解することができて良かったで

す」 
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【兵庫県福祉人材研修センター】 

 

兵庫県社会福祉協議会主催の研修のご案内です。下記のリンク先より内容確認、お申込みも可能です。 

皆様のご参加をお待ちしております!! 

 

＜現在募集中の研修一覧はこちらから＞ 

→ https://hfkensyu.com/bosyulist/ 

 

■□〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓□■ 

 「多職種連携力を高める研修 ～連携の基本を学ぶ～」 

≪キーワード：連携に必要な３つの能力／ケースビネットを用いた事例検討／ 

多職種連携の場面でたどるプロセス理解≫ 

多職種連携の前提となる意味や目的、実践上生じやすい課題について学び、連携が機能するために求められる 

役割や視点等を理解すること、また、事例検討を通じ自己理解を深めるとともに実践上の行動目標を設定する 

ことを目的に開催します。 

対象は、県内の社会福祉施設・事業所・社協・行政機関等に勤務する指導的職員や中堅職員としています。 

演習では多職種で構成するグループをつくり、連携の実際を体験していただく予定です。 

施設のケアワーカーや生活相談員、生活支援員、生活指導員、保育士、相談援助職員社協の相談援助職員や 

行政機関のケースワーカー等、多様な職種の方々からお申込みをお待ちしています！ 

【日   程】：令和７年１月１４日（火) １０：２０～１６：４０ 

【定   員】：８０人 ※先着順 

【会   場】：兵庫県福祉人材研修センター 

【講   師】：小坂 素子氏（神戸女子大学看護学部 准教授） 

【申込締切】：１２月１６日（月) ※定員に達し次第、締め切ります。 

開催要項の表示、お申込みは、下記リンクをクリックしてください 

  ⇒ https://hfkensyu.com/app/app_7247/ 
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【兵庫県福祉人材研修センター】 

 

申込締切が来週火曜日に迫ってまいりました。社会福祉法人における決算や予算編成における実務上のポイントを

学べる機会です。下記のリンク先よりすぐに内容確認ができ、そのままお申込みが可能です。 

お申込み忘れのないよう、ご確認ください。皆様のご参加をお待ちしております!! 

 

 ●現在募集しているすべての研修はこちらから（一覧になっています）● 

  ⇒ https://hfkensyu.com/bosyulist/ 

 

■□〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓□■ 

「会計実務担当者研修（予算・決算編）」 

≪キーワード：社会福祉法人の予算編成や決算書の体系理解／チェックリストを用いた実務のポイント≫ 

社会福祉法人の会計責任者・担当者を対象に、予算・決算業務を適正に処理するための 

実務上のポイントについて、具体的なチェックリストで確認しながら学んでいきます。 

【日   程】：１２月４日（水) １０：２０～１６：４０ 

【定   員】：９０人 

【会   場】：兵庫県福祉人材研修センター 

【講   師】：田中 正明氏（田中正明税理士・行政書士事務所 所長・税理士） 

【内   容】：１）社会福祉法人会計基準における決算書の体系と機能 

２）予算チェックリストによる確認 

３）決算チェックリストによる確認 

４）会計処理の最新動向 

【申込締切】：１１月５日(火) 来週火曜日 

開催要項の表示、お申込みは、下記リンクをクリックしてください 

  ⇒ https://hfkensyu.com/app/app_7126/ 

 

≪受講者からのご感想（一部）をご紹介します！≫ 

・「具体例をあげて説明していただけるので、わかりやすいです」 

・「予算・決算の作成時に資料で配布された『チェックリスト』が活用できると思いました」 

・「基本的なことから詳しいことまでお話下さったので、経理初心者の私でも理解出来ました。ありがとうございま

した」 

 

【研修から約３か月後に実施した受講者へのアンケートより】 

・「補正予算、次年度予算案を作成する際や理事会で研修の学びを活用した。 

 知識が増えたことで補正予算・予算書の作成がスムーズに出来た。また、理事会での発言も自信をもってする事

が出来た」 

・「チェックリストを確認しながら決算を進められた。手早く決算書が出来上がった」 

 

□■〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓■□ 

 兵庫県社会福祉協議会 福祉人材研修センター 

 〒650-0004 神戸市中央区中山手通 7-28-33 

 TEL :078-367-3001 

 FAX :078-367-4522 

 E-mail: kensyu@hyogo-wel.or.jp 

 URL: https://hfkensyu.com/ 

このメールマガジンの配信中止を希望される場合は、以下の URL よりお手続きください。 

 https://y.bmd.jp/bm/p/f/tf.php?id=hyogo_kensyusyo&task=cancel  

□■〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓■□ 

 


